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Thispaperdiscussesfeaturesoftheacceptanceof

SocialismbyBurmesenationalistsduringthe1930S,

bylookingespecialIyintotheideologiCalformation
oftheDbubamaAsiay6un (D.A.:WeBumans

Society).

TheD.A.'sideologicalbasisfortheacceptanceof

SocialismcanbeseenintheideologiCalfeaturesofthe

group'searlyyears,whichcanbecharacterizedas
Buman-centrist.Tounderstandconcretelythefea-
turesofthefusionofthisBum n-centrism and

Socialism,theterm "Kbum-ln-Kbuhky-1n"isdiscussed

indepth.Theten wasusedkom1933bytheD.A.

Ⅰ は じ め に

1930年代,特にその後半は,ビルマの民族

主義運動において,社会主義思想がかなり明

確な形で受容された時期であった｡ 主として

英国経由で入ってきた社会主義諸思想は,ど

ルマの多 くの民族主義者や政治団体に影響を
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tosymbolizeBurman-centrism;butafter1937,its

meaningandusagechangedradically.ltcameto

sym bolizethefusionoftheideologyofBum -
centrism and Socialism. Concretely, …Kelum n̂-

Kbuhky-1nHbegantofunctionasasym boloftheD.

A.'s assertion ofcomplete independence, anti-

capitalism,anti-imperialism,nationalizationofprivate
enterpnses,equal distributionofwealth,andthe
formationofagoverrmentforpeasantsandlaborers.

However,itisclear thatthereexistedlitdetheoreti-

CalunderstandingofSocialismbehindthisassertion.

与えたといってよい｡本稿では,その中でも,

1930年の結党以来,次第に独立闘争の中心勢

力に成長 した ドバマ一 ･アス イーアヨウン

(通称 タキン党 :本稿では原則 としてこの通

称を用いる) を取 り上げ,その組織発展過程

における社会主義思想の受容のあ り方を考察

することにしたい｡そのことを通 して,30年

代のビルマ ･ナショナリズムと,外来の社会

主義思想 との融合の試みがいかなる特質を持

っていたかを論 じることにする｡

その際,主要な課題は二つある｡ひとつは

タキン党が社会主義思想を受け入れた際,そ
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の受容基盤はいかなるものであったのか｡言

い換えれば社会主義思想受容以前のタキン党

の思想的特徴はどのようなものであったのか

を,明らかにすることである｡ 本稿では当時

タキン党が出した文書のうち,主要なものを

分析することによって,同党の初期の思想的

特徴を指摘することにしたい｡

もうひとつの課題は,30年代半ば以降タキ

ン党が多用 した,｢コウミ-ン･コウチ-ン｣

という言葉の出現背景と,使われ方,概念の

推移,および,その社会主義思想との関連性

についての解明である｡｢コウミ-ン･コウ

チ-ン｣ については,これまで特にその社会

主義思想との関連性について指摘されたこと

はなかったが,本稿ではこの言葉の意味の変

遷と,状況に対応 した使われ方の中にこそ,

タキン党の社会主義思想受容 (もしくはその

試み)の特徴が反映されているのではないか

と仮定 し,その実証的検討を試みることにす

る｡

これら二つの課題を中心に,タキン党以外

の政治団体の動向や思想をも考慮に入れなが

ら,1930年代のビルマ ･ナショナリズムが,

社会主義思想をどのように受容 したか,その

重要な側面を明らかにしたい｡

なお,本稿の資料は,筆者が文部省アジア

諸国等派遣留学生として,ビルマへ留学 した

1985年-87年の間に集めたビルマ語の一次 ･

二次資料 と,元タキン党関係者に対するイン

タヴューが中心になっている｡

ⅠⅠ ビルマ ･ナショナリズムの勃興と

タキン党の結成

ビルマにおける民族主義運動の始まりは,

ふつ う1906年 の仏教 青年会 (Bou'dabadha

KalyanayBwaAthm̂ 英語略称 :YMBA)の結

成に求められる｡しかし,運動が高まるのは

第一次世界大戦終了後からであり,特に1920
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年10月の仏教青年会を母体にした,ビルマ人

団体総評議会 (MyarmaTâlny-ndhaAthm̂ y会

iAthm̂ilgyOu'英語略称 :GCBA)の発足が,

ビルマ ･ナショナリズムの勢いを高めた｡そ

の背景には,第一次世界大戦を境にビルマ人

中産階級 (地主層,商人層,自由業および公

務員層)が台頭 してきたことが指摘 される

[Taylor1987:124-125]｡ 彼 らは英国による

植民地国家の形成が進む中で,国家の支柱と

して動員される一方,植民地体制の中にあっ

て大きな利益を得ていた英国人やインド人と

対立する存在 ともなった [ibid.].GCBAは

これら中産階級に支持されながら,おもに都

市部に根拠を置いて活動 した｡しかし農村部

へ も積極的に進出し,政治に関心を持つ僧侶

(僧侶政治家)らと共に,各地でウンタ-ヌ ･

アティン (Wumthan血Athl̂n)という民族主義

結社や,プ一 ･アティン (B也Åth-m)と呼ば

れる地下結社を組織 して,自治領の要求のほ

か,人頭税 ･戸別税の廃止要求等の決議をお

こない,外国製品ボイコット並びに納税拒否

等の運動を展開した｡1) しかしGCBAは,英

国が導入 した両頭制 (仙eDyarchy)2)の受け

入れをめぐって二度分裂 し,その結果,五つ

1)｢ウンタ-ヌ｣は ｢民族主義者｣もしくは ｢民
族の志士｣を意味するパーリ語起源のビルマ
語｡また ｢ブ-｣は ｢マ｣(ma)と共に動詞
を挟んで否定形を作る助詞だが,ここでは英
国に対する ｢全否定｣を象徴する語として使
われている｡ウンタ-ヌ･アティンにせよ,
ブ一･アティンにせよ,彼らの戦術には当時
のインド国民会議派の運動の影響が見られる｡

2)1923年に施行されたこの両頭制により,ビル
マはインドの完全なる-州 (正知事の置かれ
る州)となった (それまでは準知事の置かれ

る州にすぎなかった)｡統治機構も改革され,
立法府として立法参事会が,行政府として知
事および知事を補佐する行政参事会が成立し
た｡政府機能は①ビルマ知事が管轄する保留
事項部門,(診ビルマ州大臣が管轄する移管事
項部門,(診インド政庁が直轄する中央事項の
三つの部類に分けられた｡
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の分派組織が乱立する状態 となった｡それら

の諸組織は反英姿勢の微妙な強弱から,さら

に四分五裂 して民族主義運動の統一 を乱 し

た｡農村部のウンクーヌ ･アティンや僧侶政

治家 もこの分裂の影響を受け,彼 ら自身内部

で分裂 しなが ら,GCBAのいずれかの派 と

結びつ くようになった｡

この間,すなわち1930年以前の段階で,社

会主義思想は,僅かずつビルマへ流入 し始め

ていた｡3) しか し,民族主義運動にその影響

は殆 ど見 られず,GCBAはもとより,彼 ら

と連携 しながら過激な主張を繰 り広げた一部

の僧侶達 も,社会主義思想へ関心を示すこと

は稀であった｡僧侶の場合,衰退 した仏教の

復興を目指す立場にあったほか,英国が持ち

込んだ近代国家の理念そのものを拒絶する農

民たちの意識 を代弁する立場に もあったた

め,社会主義思想への関心が起こらなかった

のだと思われる｡

タキ ン党 (ThahkinPati)は, この ような

状況下において登場 した｡同党の正式名称

ドバ マ一 ･ア ス イー ア ヨ ウ ン (Dbubama

As 畠̂y6un)は ｢我等 ビルマ人協会｣ と言 う意

味である｡ 当時28歳の青年であったラングー

ン在住 の タキ ン ･バ ･タウ ン (ThahkinBa

Thaun,1902-1976)と,その仲間達によって

結成 され,1930年 6月,その姿を公に現わし

た ｡

バ ･タウンは高校生の頃からマングレイで

民族主義運動に加わ り,その後の GCBAの

分裂に危機感を抱いていたという｡ 彼は1920

年の学生ス トライキに参加 したあと,一切学

校に戻らないことを決心 したため,大学入試

を兼ねた高等学校統一卒業試験 を受験 しなか

った [TinHtwanAun 1980:89-90]｡しか し

その後,マンダレイやシュウェボウにおいて

3)1930年以前のビルマにおける社会主義文献の
普及については,ビルマ人研究者による小論

leiThida1980]がある｡

民族学校4)の教師を勤め,後には,ファーニ

ヴァル O.S.Fumivau)が主催 していたビル

マ読書 クラブ (theBumaBookClub)の編集

部員 となった｡更に1929年からは,その卓越

した英語力を買われてラングーン大学の翻訳

助手を勤めるまでになったが,学生に民族主

義思想を吹 き込むことを禁 じた当時のスロス

(Sloss)学長 と対立 したため,数年にして辞

職することになって しまった [ibid.:67176]｡

しか し彼 はそ の 間,V.A.Renoufの The

OutlineofGeneralHistoTyを自らビルマ語に

翻訳 し, 1930年 ウェールズ皇太子翻訳賞

(thePrinceofWalesTranslationPrize)を受

質, 賞金 100ル ピー を獲得 した [Dbubama

Aŝiay6un Thamain Pybs心yeiAhpwと 1976a:
126]｡この賞金を使ってバ ･タウンは新 しい

民族主義団体をつ くろうと決心 し,仲間と共

に同年 6月,最初 の リーフ レ ッ トを ドバ

マ一 ･アスイーアヨウンの名前で発行 した｡

これをタキン党の始まりとみなすのが普通で

ある｡5)

4)ビル マ 語 で ア ミ ョウ ダー･チ ャウ ン

(Amy6udhaKy会un)と呼ぶ.1920年の第一次
ラングーン大学学生ストライキ (マンダレイ

など一部地方都市の高校にも波及)の後,
1921年から植民地教育体制-のアンチ ･テー

ゼとして,民族主義者たちの手によって次々
とつ くられ た学校｡ 一 時 は民 族 大学

(Amy6udhaTe'kathou)まで開校した｡多くは
財政難のため廃校を余儀なくされたが,1939
年段階でも51校が残っていた｡

5)小さなサークルのような形で始まったタキン
党の正確な結成年月日を知ることは殆ど不可

能であり,最初のリーフレットが出された時
を同党の始まりとみなすのはやむを得ないこ

とである｡なお,最初のリーフレットの発行
日を1930年5月30日とする説が一般的だが

[DbubamaAsiay6unThamainPyBs血yeiAhpwと

1976a:127など],同文書の中に反インド人暴

動 (5月26日-29日)がすでに終息し,安寧
が回復した旨を示す部分があるため,文書は

暴動終息ののちに書かれたものと判断でき,/
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タキン党という通称の由来は,よく知られ

ているように, ドバ マ一 ･アスイーアヨウン

のメンバーが自分たちの名前の前に,ビルマ

固有の敬称 ウ- (0)や ドオ (Do)6)に代え

て,男性はタキン (thahkin),女性はタキン

マ (thahkinma)を付けて呼び合ったことに起

因する｡ タキンとはビルマ語で ｢主人｣の意

で,｢我等ビルマ人こそがビルマ国の主人で

ある (英国人が主人なのではない)｣という,

強固なビルマ人意識に基づいた表現であっ

た｡また,党の正式名称であるドバマ一 ･ア

スイーアヨウンの ドバマ-(些 bama)は,

ビルマ語で ｢重量ビルマ人｣を意味するが,

これには英国や英国人の側にたって働 く ｢彼

与の側のビルマ人｣(トゥ- ド･バマ-坐

些 bama)とは異なる,｢真にビルマ人の利

益のための働 く我々の側のビルマ人｣ という

区別が含まれていた [ThahkinWaTin とのイ

ンタヴュー 1986】｡

なお,ここで言う ｢ビルマ人｣とは,名目

的には ｢英国植民地ビルマ｣の被支配者すべ

てを意味 した｡タキン党は敢えて ｢ミャン

マー｣(Myarma)という狭義のビルマ民族を

意味する呼称の使用を避け,｢バマ- ｣(b血na)

という呼称を自らの組織名に付けたが,これ

はビルマ民族のみならずすべての少数民族を

含むことを意味していた [DbubamaAsiay6un

ThamainPyBs血yeiAhpw色1976a:133]｡しか

し,のちに分析するように,初期の彼らの文

書には強固なビルマ民族中心主義の傾向が窺

われ,実質的には ｢ミャンマー｣ の使用を避

けたことの積極的な意味を兄いだすことは難

しい｡

同党の30年代における形成過程は三つの時

期に区分することが可能である｡第-の時期

は同党が結成された1930年から第-回党大会

＼ 従って印刷の手間などを考慮すると6月上旬

に発行されたとみなすほうが賢明であろう｡
6)ウ-は成人男子に,ドオは成人女子につける｡
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が開かれる1935年3月までであり,おもに民

族主義的啓蒙団体としての性格が強かった5

年間である｡これを ｢初期タキン党｣と名付

けることができる｡

続いて第二の時期は,第-回党大会後から

1938年後半の党の分裂までの期間,すなわち,

同党が党憲章 ･規約の制定や地方支部の整備

といった,自らの組織強化に乗り出す一方,

種々の政治運動に具体的 ･積極的に関わり,

それと共にラングーン大学や各地の高校から

多くの学生を吸収した3年間である｡ 社会主

義思想の受容 もこの頃からはっきりしてく

る｡これを ｢中期タキン党｣として区別する

ことができる｡

最後の第三の時期は,党の分裂後から1939

年10月の自由ブロック (仙eFreedomBloc)
結成までで,同党が農民 ･労働者の組織化に

部分的とはいえ成功する一方,党内に共産

党 ･人民革命党といったグループがつくられ

た時期である｡ これを ｢後期タキン党｣と呼

ぶことができる｡

これ以後のタキン党は,当局の監視 ･弾圧

が強まる中,同党の中で形成されたグループ

(党内党)や,同党を利用して成長した個人が,

独自性を発揮 しつつ,ゆるい連合を保って反

英闘争を試みてゆくことになる｡ 従ってタキ

ン党としてのまとまりは弱まる｡ その後,日

本占領下になると,タキン党は日本軍によっ

て ス イ ンイ ェ- ダー ･ウ ンタ- ヌ結 社

(Hs-ny合dh会Wun tan血Ahpwと)と合同 させ ら

れ,翼賛政党につくりかえられたため,事実

上その使命を終えることになった｡戦後,元

党月の一部によって党は復興されたものの,

その政治的性格や規模において戦前とは全 く

異なった右派弱小政党と化し,二度とビルマ

政治の主役になることなく消えていった｡
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ⅠII 初期タキン党の思想的特質

初期 タキ ン党の思想 は,その殆 どが タキ

ン ･バ ･タウンと,少数の仲間たちによって

表明されたものであった｡当時のバ ･タウン

の仲 間 としては, タキ ン ･ティ ン ･マ ウン

(ThahkinTheinMaun), タキン ･フラ ･ボー

(Thahkin HlえBo), YMB タ キ ン ･テ ィ ン

(YMBThahkinTin)らがあげられる｡1930年

の 6月から8月にかけて,彼 らは ドバマ一 ･

アスイーアヨウンの名前で二つの リーフレッ

トと一つの民族歌 (愛国歌)をそれぞれ発行 ･

発表 した｡本章では,これら3点の資料 を中

心に初期 タキン党の思想的特質を解明 してみ

ることにしたい｡

ドバマ一 ･アスイーアヨウンの名前 を初め

て公 にした最初の リーフレットは, r国家改

革文書第 1号』(Nainngan砂丘Sas滋ahma'ti')

と題 された, タテ 27cm, ヨコ 15cm, 4枚

8頁の文書であった｡ 事実上バ ･タウン一人

によって書かれたこのリーフレットが出され

た1930年 6月上旬は,ラングーンで反インド

人暴動が吹 き荒れた直後であ り,7) この文書

もまさにその状況に合わせて印刷 ･配布 され

たものであった｡それは同文書の一番初めに

記 されている次の一文に極めて明確に示 され

てある｡

(ビルマ暦)1292年カソウン月新月 日 (西

7)同暴動は1930年 5月26日から29日にかけて発
生した｡暴動の発端は,ラングーンのインド

人港湾労働者が賃上げを要求してストライキ

に突入した際 (5月10日),経営者が対抗措置

として臨時に約2,000人のビルマ人を雇用した

ことにある｡同22日ストライキが妥結すると,

職場復帰したインド人と臨時雇いのビルマ人

達の間に対立が生じ,それが激しい人種暴動

-と発展した｡この暴動により,インド人約

250人が殺害され,ビルマ人も犠牲者を出した

lKhnYi1988:4].

暦1930年 5月26日)以降,コリンガのイン

ド人達 と,その後加わったチュラヤーのイ

ン ド人達8)が,理由もな くビルマ人を辱め

た事件において,抵抗 したために命 を失っ

た り,傷 を負った我等 ビルマ人を記念する

ために (本文書 を)記す｡ lNainnganか i

Sas滋alm a'ti'1930 カッコ内引用者]

同文書 には続いて,｢ビルマは我が祖国,

ビルマ文学は我が文学,ビルマ語は我が言語,

ビルマの国を愛せ よ, ビルマ文学 を誉め讃え

よ, ビルマ語 を大切 にせ よ｣[ibid.]という,

その後一貫 してタキン党のスローガンとして

用いられた表現が書かれてある｡そのあと｢ド

バマ一 ･アスイーアヨウンの勧め｣ という題

の序文が続 き,以下,｢インド人が ビルマ人

を侮辱 した事件について｣,｢我々の短所｣,｢混

血 ビルマ人諸君へ｣,｢愚か者たちのおかげ｣,

｢コリンガのイン ド人 と,チ ュラヤーのイン

ド人の仕業で死んだ我等 ビルマ人をも記憶す

べ きである｣ という表題 を持 った六つの章が

続いている｡全体的に鏡舌で独 り善が りな面

が見 られるリーフレットではあるが, タキン

党が出 した最初の文書 として重要なものなの

で,以下,各章を概観 してみることにしたい｡

｢民族同志諸君｣の呼び掛 けで始 まる序文

においては,｢ビルマは諸君 と我々の国では

ないのか｡‥‥‥ビルマはビルマ人のために

あるのではないか｣とビルマ人の覚醒 を訴え,

さらに,｢ビルマ人の店 を建てよ｡ ビルマ人

の店で買 うようにせ よ｣ というスローガンが

掲げ られる｡続いて,｢同 じこぼれるのなら

自分の袋のなかにこぼれるほうが良い｣ とい

うビルマの諺 を用いて,経済力を外国人に握

られている現状 を反省 し, ビルマ人 も経済を

8)コリンガはカリンガからの転化で,南インド

(特にアンドラ州)出身者を指し,チュラヤー
はマラバール海岸及びセイロンにおけるイス

ラム教徒に対する呼称である｡
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軽視することなく,資本を蓄えるべ きである

ことを訴えている｡ そこには,｢経済力があ

ってこそ力もあるのだ｡我々のビルマは我々

ビルマ民族こそが支配するにふさわしい｡自

分の国,自分の国土で,薪を拾い水を汲む最

低の生活で満足 してはいけない｣という素朴

な表現が見られる一方,｢ドイツの敗戦の原

因の一つは,連合国が経済力で締め上げたこ

とにある｣といった,Ⅴ.A.Renoufの世界史

を翻訳 したバ ･タウンの歴史知識が反映され

ているような文も見受けられる｡

｢インド人がビルマ人を侮辱 した事件につ

いて｣においては,｢我々に侮辱を加えたイ

ンド人たちに我々は感謝すべきである｡ なぜ

なら,諸君がこのように侮辱されたことによ

って,我々は我々の具合の悪い状況を十分に

知ることができたからだ｣として,単に反イ

ンド人感情をつのらせるのではなく,暴動を

通 じてビルマ人の置かれている現状を認識 し

直し,ビルマ人相互の団結を促すよう訴えて

いる｡

｢我々の短所｣ という章においては,自分

たちの生活する狭い共同体や地域 (家 ･村)

の利益のみを考えるビルマ人の習性 を批判

し,それを ｢短所である｣としている｡そし

て古代ギリシャの例をあげ,｢ギリシャ人た

ちは学問の分野においてヨーロッパ大陸に遺

産を残 した人々ではあるけれども,今 日の愛

すべき我々ビルマ人のように,自分の家の者

だけを愛 し,自分の場所だけを大切にするな

どの短所があったので,世界を支配できるだ

けの力がありながら,支配できなかったばか

りか,ローマ人たちの支配下に入れられてし

まい,奴隷と化 してしまった｣と述べて,都

市国家としてそれぞれ独立 したまま一つの国

としてまとまることのなかったギリシャを,

批判的に取 り上げている｡従って,我々ビル

マ人は ｢国中を自分の家として認識 し,愛｣

きなければならないと記 している｡ ここにも
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バ ･タウンの世界史の知識が反映されている

ように思われる｡

｢混血ビルマ人諸君-｣の章では,｢ビルマ

人でないかのごとく振る舞い,外国人のよう

に我々国民のことを無視 し冷淡｣な混血ビル

マ人に対 して,ビルマ人としての意識を持ち,

共 に団結 す る よう呼 び掛 けてい る｡ ｢今

‥.‥.ビルマ人はまだ力がなく,諸君は自ら

をビルマ人としてまだ呼べないのであるが,

いつの日か,諸君は我々もビルマ人の仲間な

のだと,人々に堂々と言明する時代が来るは

ずである｣と文章は綴っている｡

｢愚か者たちのおかげ｣ という章では,イ

ンド人の攻撃にさらされながらも,ビルマ人

が大敗 しなかったのは,自分自身の保身に走

らず,ラングーンから逃げ出さないで抵抗 し,

そのために犠牲になった ｢愚かな｣ビルマ人

たち (特に僧侶やバスの運転手ら)がいたお

かげであるとし,暴動を ｢チンピラ,不良に

よる事件｣とみなしている一部の ｢賢い人々｣

のほうこそ,真に ｢愚か｣であると逆説的な

主張を展開している｡

最後の ｢コリンガのインド人とチュラヤー

のインド人の仕業で死んだ我等ビルマ人をも

記憶すべきである｣という章においては,｢勇

士を賞賛 しない国に勇士は現われない｣とし

て,反インド人暴動において殺害された室生

マ人のために記念集会を開くべきことを提唱

している｡続いて,｢戟争を欲 しないのなら,

戦争が起こらないように前 もって準備せよと

いうヨーロッパの言葉は‥.‥.正 しい｡英,

仏,独,米などの国々は戦争を欲 しない｡だ

からこそ戦争のための準備をしているのであ

る｡‥‥‥我等ビルマ人よ,平和な日々を送

りたいのなら,‥‥‥(この) ヨーロッパの

言葉を忘れてはならない｣と記 して文面を締

め くくっている [以上直接引用は全て ibid.

但 しカッコ内および下線は引用者]｡

この 『国家改革文書第 1号』は基本的に,
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ビルマ民族の現状を憂い,経済的成長,民族

の団結の強化,愛国心の向上を訴える民族主

義的啓蒙文書であるということができよう｡

タキン ･バ ･タウンらはそのことを訴える手

段として,反インド人暴動直後のラングーン

の状況を活用 したものと考えられる｡同暴動

においては,インド人の方が圧倒的に多 くの

犠牲者 を出 したのだが [KhinYi1988:4],

彼らは,インド人がビルマ人を ｢侮辱｣ した

ためにそのような事態が生 じたものととら

え,あからさまに反インド人感情を煽るので

はなく,なぜビルマ人がその様な (インド人

に侮辱される様な)惨めな状況にあるのかを

考えさせようと,いろいろ文章に工夫をこら

したといえる｡ ｢国家改革｣ という言葉をタ

イ トルに用いながら,具体的な政治目標や,

独立獲得 ･自治領化への願いなどをあらわす

文言は一切記 されていないのは, タキン ･

バ ･タウンらにとって国家の改革は,まずは

自民族の誇 りの回復 としての文化運動として

イメージされたからであろう｡ 彼 らの描 く国

家は無論王朝時代の国家像ではなく,植民地

化後,都市部のナショナリス ト達が共通にそ

の正統性を認めた近代国家としてのビルマ像

であるが [Taylor1987:151-152],初期のタ

キン党はその枠組のなかにあって,敢えて文

化運動を通 じてビルマ人の誇 りの回復を訴え

ようとしたのである｡ 本文書からは彼らの民

族主義思想の根源をはっきりと見てとること

ができる｡

『国家改革文書第 1号』の巻末には,引 き

続 き第 4号 まで発行する旨記されてあるが

[ibid.],同文書は結局第2号までしか発行さ

れ な か っ た｡ 『国 家 改 革 文 書 第 2号』

(NainnganbydSas滋 ahma'hni')は 2カ月後

の1930年 8月に36頁のブ ックレットの形で

1,500部発行 された｡出版にあたっては商人

ウ一 ･キン･マウン (UKhhMaun)という

人物が100ルピーほど援助 したという [K血

Yi1988:10]｡ 内容は8章に分かれ,それぞ

れ ｢翻訳 について｣･｢我等の国 と我等の文

学｣･｢寺院学校が科学教育の学校になった暁

には｣･｢大理石の像｣･｢(緬暦)1390年｣･｢科

学の驚異｣･｢科学と農業｣･｢成功の方法｣と

表題がつけられてある｡本文書 も長いばかり

で,まとまりのある内容とは言い難いが,『第

1号文書』 との関連上重要なものなので,各

章を簡潔に紹介することにしたい｡

まず ｢翻訳について｣では,翻訳出版を活

発化することによって科学技術を学び,将来

独立国家になるにあたって必要とされる知識

を充足させるべきだと主張 している｡これと

関連 して ｢我等の国と我等の文学｣ では,日

本,中国,ロシアとの比較が論 じられ,その

なかでも日本については翻訳を通じて科学技

術を学び,能力を高めた国として高 く評価 し

ている｡

｢寺院学校が科学教育の学校になった暁に

は｣の章においては,ビルマ伝統の寺院学校

がビルマ人の識字率を高めてきた役割を評価

し,同校の衰退が民族の進歩を阻害 したと断

定 している｡ 従って今後は全国的規模の無償

初等教育を実施 し,そのためにも,寺院学校

を科学教育を施すことのできる学校に変革 し

てい くべ きであると主張 している｡

｢大理石の像｣ という題の章では,かつて

アジアを訪れた ドイツ人たちが,東洋の人々

を無限の平穏さと不動の大理石にたとえたこ

とを取 り上げ,そのような状態から脱 して精

力的に働 くこと,事業精神を大切にすること

などを訴えている｡

｢(緬暦)1390年｣においては,独立-の願

いが描かれている｡緬暦1390年 (西暦2028年)

は同文書発行時から約100年後を意味 し,必

要 とあらば独立まで100年で も闘うという意

志が表明されている｡ 中国の孫文の闘争が引

用されている点が興味深いが,具体的な独立

獲得への方法論には触れられていない｡
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｢科学の驚異｣ という章においては,人々

が熱心に科学的知識を学び取らなければなら

ないことを主張している｡ ここでは王朝時代

のビルマにおいても近代科学導入の試みが見

られたことを示唆 しているが,これに関して

は荒唐無稽な記述が見 られる｡9)｢科学 と農

業｣ではテーマ的に前章を受け,ビルマの人

口の8割を占める農民が,いまだに原初的な

農法を用いていることの問題性を指摘 し,化

学肥料の使用 ･普及というかなり具体的な提

案を行なっている｡

最後の ｢成功の方法｣は,前述の ｢大理石

の像｣と共通点をもち,労働の重要性を訴え

ている｡ただ,ここではビルマ人が好んで使

うカン (kan)という ｢運｣を意味するビル

マ語を取 り上げ,それが語源のパーリ語では

本来 ｢労働｣を意味したと指摘 し,従ってい

かなる事業の成功も ｢運｣ ではなく,｢労働｣

如何によって決まると主張 している｡ 実際,

カンはパーリ語の karrma(サ ンスクリット

語の 血 n)か らきた言葉で,｢業｣･｢行

為｣･｢作業｣を意味する語であり,この言葉

に初期タキン党は従来の受動的な意味合いで

はなく,より積極的な意味を与えようとした

のである｡

このように,r国家改革文書第2号Jは同r第

1号Jと比較 して,独立に関する言及が見ら

れる点において異なるが,文書自体の性格は

よく似ており,ビルマ人の現在の停滞状態か

らの脱却を,啓蒙的に述べることに中心が置

かれている｡特に,いかにして停滞状況から

抜け出すことができるか,その方法について

力説しており,具体的には科学知識の習得,

教育の改革,積極的労働,農法の科学化 (近

代化)などを提示 している｡ そこには具体的

9)例えば,里些昼のアナウペッルン王の治世に,
蒸気機関の導入が外国人ソロモン.デイコオ
なる者によって進言されたが,受け入れられ
なかった等の記述｡
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な政治的主張は見られず,本文書もr第 1号J

と連続をなす民族主義的啓蒙文書であること

がよくわかる｡

r第 1号J と r第 2号Jが出されたその合

間にあたる1930年 7月,バ ･タウンらはのち

のビルマ国歌の基になる民族歌を作 り上げ,

各地で普及のための集会を開 くようになっ

たO この歌 は ｢ドバマ-の歌｣ (Dbubama

Th姐ky-1n)と題され,バ ･タウンの発案のも

と,YMBタキン･ティンが作詞作曲を担当,

タキン･フラ ･ボーとタキン･ティン･マウ

ンが補作 した｡この歌は,のちに歌詞の一部

が改作されるものの,タキン党がビルマ人の

民族的覚醒を促すため終始活用したもので,

タキン党の民族主義的出発点を認識するにあ

たって重要な特徴を含んでいる｡

｢ドバマ-の歌｣は四つの節から構成され

ており,最も重要と思われる最初の節は次の

ような歌詞となっている｡

タガウン王国 (を建国された)アビラ-

ザ-0

我等ビルマ民族は釈迦族の血をひくものゆ

え,その誉れと力は不朽なり｡

タイやインドと戦いし時,勝利を得た我等

ビルマ民族｡

王宮の尖塔が薪のひときれと化すのは,こ

の世の理｡

我等も同じ運命に出会いし,

されど,元は確かに我等の国,我等の,

我等の国. lDbubamaAŝay6un Thamain

PyBs血yeijulpWと1976a:24所収のものか

ら翻訳｡カッコ内引用者]

タガウン (Tagaun)とは,インドの釈迦族

出身のアピラーザ- (Ablraza)が,西暦紀元

前850年に建国したといわれている,伝説上

のビルマ最古の王朝である｡ 歌の最初にこの

伝説を位置させて,ビルマ民族の宗教的神聖
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さを訴え,続いて王朝時代の武力的栄光と繁

栄を思い出させようとしている｡そして仏教

の無常観を酸 し出しつつ,本来ビルマが栄光

ある国であったことを訴えている｡

以下歌詞の詳しい翻訳紹介は省 くが,10)吹

の段では伝統あるビルマ民族が,現在世界の

中で立ち遅れていることを嘆き,団結と協力

を訴え,自分たちこそがビルマの主人 (タキ

ン)であることを主張 している｡続いて第三

段 目は (合喝部) と指示され,｢世界の続 く

かぎり,我等ビルマも共にあり｡ これぞわが

国,これぞわが土地‥‥‥ ｣ [ibid.]とあり,

この部分は親しみやすいメロディーと共に独

立後のビルマ国歌に引き継がれている｡ 最後

の段では,｢‥‥‥東方より陽出ずるが如 く,

我等の時代は確実に来る‥‥‥ ｣ [ibid.]と

歌い上げて,全体を締めくくっている｡

この ｢ドバマ-の歌｣もまた,民族意識を

促す点において,『国家改革文書第 1号』お

よび 『第2号』 と同じ性格を持っている｡ し

か し,｢ドバマ-の歌｣ においてはビルマ人

の団結や,ビルマ民族がビルマの主人の座に

復活すべきであることを訴えるにあたって,

仏教に権威を求めた優越種族意識を活用 し,

また,かつての王朝時代の栄光を思い起こさ

せようとするなど,『第 1号』や 『第 2号』

と異なる点があり,その点に注意すべきであ

ろう｡

以上,タキン党がその最初期に出した2点

の文書と,｢ドバマ-の歌｣の内容を見てき

たが,これら3点の資料に示された内容から,

結成当初のタキン党の思想を特徴づけると,

次のようにまとめることができる｡

(彰復古的とも言えるビルマ民族 ･ビルマ文

化中心主義を基本としている｡(具体的

には ｢ビルマ人のビルマ｣という理念を

10)｢ドバマ-の歌｣の全邦訳は [ティン･ペイ
ミン 1988:66-70]に見られる｡

基に,ビルマ人の団結,愛国心の向上,

伝統文化尊重を訴え,仏教に権威を求め

た優越種族意識や王朝時代の栄光を想起

させながら,ビルマ民族の停滞した現状

を憂う｡)

②立ち遅れてしまった現状からの脱却の方

法として,民族の近代化を目指そうとす

る｡ (具体的には経済力の増強,科学知

識の吸収,積極的労働,科学教育の推進

などを訴える｡)

(診独立獲得-の意欲は見られるものの,そ

のための具体的な政治的主張は示されて

いない｡

これら三つの特徴のうち,(丑にまとめたビ

ルマ民族 ･ビルマ文化中心主義と,②の民族

近代化指向は一見矛盾 しているように見受け

られる｡ しかし,②はG)の文脈との連続上に

あり,例えば『第 2号文書』で主張された｢運｣

を意味する kanという語の再解釈 (本来の

"行為"･"作業… という意味の確認)は,伝

統的な語句に,より積極的な (近代的な)意

味を与えようとしたものであるし,また,料

学教育の推進の主張にしても,それは王朝時

代以来の寺院学校の改革として訴えられたも

のである｡ 初期タキン党の中で,① と②は矛

盾なくつながっていたと言って良い｡

ビルマ民族 ･ビルマ文化中心主義は,その

後,政治団体としてタキン党が成長 していく

過程で生き残ることになり,社会主義を受容

する際も,同党の根幹思想として,その受容

のあり方を規定した｡特に ｢ドバマ-の歌｣

が一貫 して党員の間で歌われ続けたことは,

同歌が示すビルマ民族 ･ビルマ文化中心主義

が,常にタキン党の思想の根源にあったこと

を象徴 している｡次章で論じる｢コウミ-ン ･

コウチ-ン｣という言葉も,このビルマ民族 ･

ビルマ文化中心主義から生まれ出た単語であ

った｡

初期タキン党は1933年1月になると 『ドバ
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マ-新聞｣(伽ubdmaDhddl̂nZinHm a'h2n)を

発行するようになる｡ 週刊を目指し, 1部 2

アナで毎号約1,000部発行 したが,同年 7月

に資金の行き詰まりから廃刊になり,わずか

13号 までの新 聞 となった [KhinYi1988:

18]｡ 各号を見ると,やはり民族主義的な啓

蒙記事が目立つ｡しかし,この頃からタキン

党が徐々に政治的な主張を始めていたことも

わかる｡例えば,当時,ビルマ人民族主義者

を多 く巻き込んでいた印緬分離問題に村する

意見表明 (2月11日発行第4号)や,両頭制

に対する批判的論説 (2月18日発行第5号,

2月25日発行第6号 ･3月4日発行第7号),

およびどの政党が貧民を擁護するかに関する

見解 (3月25日発行第9号)などが見受けら

れるのである｡初期タキン党期においてはま

だ社会主義思想の影響は見られないが,この

時点でわずかとはいえ貧民の擁護をテーマに

した記事が見られることは興味深い｡なお,

外国の思想家や政治家の紹介も見られ,第4

号ではヒトラー,ガンジー,ネルーが,第7

号ではボリバル,マッツイーこらが紹介され,

ルソーなどは4号 ･6号 ･7号の計3回も取

り上げられている｡ 新開に載った主要な記事

の一部は同年後半,rドバマ一 ･アスイーア

ヨウン声明集Jめ6ubd〝MAs桝 uniAbo)と

してまとめられ,リーフレットの形で有料配

布された｡

初期タキン党に加わった者や同党を支持 し

た者は,年齢的に言えば20代後半より上の者

表 1 初期タキン党指導層

氏 名 学歴 親の職業 入党時期 .党内での地位

'nlahkinBえThaun 宮仕え (マンダレイ) 党創設者 (34年脱党)

ThahkinHlaBo * 商人 (シユウエボウ) 創設時入党1938年副議長 .39年議長

ThAhkinTh金inMaun * 弁護士 (タウングー) 創設時入党1934年議長 .35年書記長38年議長

Tl血 kinBaSein * 商人 (ヒンダダー) 1930年末入党 .34年書記長35年議長 (38年分派)

ThAhkinLeiMaun * 商人 (ザガイン) 1930年末入党 .34年副議長36年議長 .38年書記長

ThahkinHan * 不明 1933年までに入党

TYLahkinBえTin 不明 (イエーナンヂヤウン) 1933年までに入党

TllahkinHtⅥ伯nOu' * 地主 (ブローム) 1933年までに入党36年書記長 (38年分派)

ThahkinHt血 Shwei 弁護士 (タウングー)TheinMaunの実弟 1933年までに入党

注)学歴欄*印は大学 ･カレッヂ出身者を示す｡

党内の地位は議長 ･副議長 ･書記長のみ記載｡他の役職は省略0

出所)[DbubamaAs-iay6un m m急h PyBs血yeiAhpwと1976a;1976b], お よび Thahkin WaTin,

ThahkinHkinNyh とのインタヴュー (共に1986年)から得た情報に基づいて作成.
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が多 く,学生のメンバーはまだ稀であった｡

党の規模 も小さく,1933年 7月に開催 しよう

とした第 1回党大会にはわずか 6名 しか党員

が集まらず,失敗に終わっている｡11) 結局第

1回党大会は1935年 3月まで開催できなかっ

た｡ しか し,その時までには民族詩人として

国民か ら尊敬 を受けていたタキ ン ･コウ ド

オ ･フマ イ ン (Thえhkin KoudoHmain)が入

党するなど,タキン党はその支持を着実に広

げ始めていた｡初期 タキン党期の党の指導層

は表 1の通 りであるが,地方都市の中産階級

出身者が殆 どであ り,この点は当時の他の政

治団体 と基本的に変わるところはない｡また,

タキン党は農村部に浸透 して行 くにあたって

僧侶 と組 むこ とが多か ったが, この点 も

GCBA系の政治家 ･政治団体 と似ていたと

いえる｡

ⅠⅤ ｢コウミーン ･コウチーン｣- その

出現 と初期の使われ方-

続いて本章では,｢コウミ-ン ･コウチ-

ン｣(Kbum̂m-Kbuhkŷm)という言葉について,

その出現背景と初期の使われ方を論ずること

にする｡初めに述べたように,｢コウミ-ン ･

コウチ-ン｣はタキン党の社会主義受容 と密

接な関係にありながら,今 まで殆どその意味

内容 を吟味されることのなかった言葉であ

る｡

｢コウ ミ-ン ･コウチ-ン｣ は直訳すると

｢我が 王 ･我が種族｣ といった意味である｡

この言葉は現在でこそ ｢独立独歩｣･｢自分の

ことは自分で決める｣ といった意味で使われ

るが (但 し使用頻度は少ない),使われ始め

た頃はもっと復古的な意味合いを持 ってい

ll)失敗の理由については [KhinYi1988:20]に

詳しい｡しかし,[Taylor1987:207]のように,
この失敗に終わった党大会の日をタキン党の

創設日とみなす見解もある｡

た｡

最初の使用は1933年11月-12月のシュウェ

ボウ地区選出立法参事会議貞補欠選挙に立候

補 した,タキン ･バ ･タウンの選挙連動にお

いて認め られる [Nemoto1987:250] ｡ 前章

で明らかにしたように,当時のタキン党はま

だ政治団体 としては未熟な段階にあったが,

この補欠選挙に参加することによって,彼 ら

はタキン党の思想宣伝を試みようとしたので

ある｡ この時は ｢コウミ-ン･コウチ-ン｣

の定義は特になされず,従ってその言葉は,

シュウェボウという,ビルマ民族に王朝時代

の栄光を思い出させる町を意識 してつけられ

たか,もしくは当時公安当局が嫌った ｢独立｣

(ビルマ語で 1vm'la'y合i)という直接的表現 を

避けるために作 り出された もの と思われる

lThahkinWaTin とのインタヴュー 1986]｡

この補欠選挙でのタキン党の闘い方は,当

選を度外視 したものであったと言って良 く,

彼 らの思想の宣伝 ･啓蒙の方がバ ･タウンの

当選より大きい目的とされた｡例えば選挙戦

のメイン ･テーマであった印緬分離問題に対

しては,分離 ･不分離の論争を乗 り越えて,

いきなり方法 も道筋 も提示することなく独立

を主張 した｡また音楽を活用 し,タキン ･バ ･

タウンの演説の前後には必ず小編成のオーケ

ス トラ付 きで ｢ドバマ-の歌｣を演奏,歌詞

内容を詳細に説明 した｡運動形態の目新 しさ

から人々は演説会に集まったが,それは票に

は直結せず,投票の結果バ ･タウンは僅か

310票,得票率2.2%で最下位となり,落選 し

た｡12)

｢コウ ミ- ン ･コウチ- ン｣ はその後,

1936年になると文書によって定義づけられる

ようになる｡ その年の11月,ビルマでは,翌

37年 4月から施行される印緬分離に基づ く新

12)初期タキン党とシュウェボウ補欠選挙につい

ての詳細は,[Nemoto1987]を参照のこと｡
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表2 タキン党地方支部形成状況

- 年別支部数-

上ビルマ (全18県) 下ビルマ (全22県) 全ビルマ (40県)

1936年 (a) 4県 .1地区 8県 12県 .1地区

1937年 (b) 8県 13県 21県

注)(a) 第2回党大会 (1936年6月)で設置が決まった全ビルマ執行委員会 (令

県支部からの代表によって構成)に加わった支部数｡

(b) 党憲章制定時 (1937年2月)の支部数｡

(C) 党主流派に属する支部数｡

出所)[DbubamaA曲y6un ThamainPyBsByeiAllpWと1976a]および [KhnYi1988]
を参照して作成｡

意法体制13)のための,下院総選挙が行 われ

た｡この時期,タキン党は地方支部づ くりを

活発化 させ (表 2参照),学生たちの入党 も

増 えつつあった｡20年代か らの GCBA系の

諸指導者が,新党や連合組織 をつ くって総選

挙に参加する中, タキン党 も同年 6月の第 2

回党大会14)で総選挙への積極参加 を決め,

別個 に稔選挙用の政党 をつ くり (同 7月),

その政 党 をコ ウ ミ- ン ･コ ウチ- ン結 社

(Kbum-m-Kbuhky-m Ahpwと) と 名 付 け た.

その際,rコウミ-ン ･コウチ-ン結社憲章 ･

規約J 伽 mfn-Kduh砂l̂n Simyin Ubadei

Ahbf)をつ くり,同文書において ｢コウミ-

ン ･コウチ-ン｣ を次の様に定義 した｡

13)新憲法体制では,立法府に上下両院が設けら

れ,両院共制限つきで法案提出権を有した｡

一方,行政府としての内閣は英国王に任命さ
れる絵菅と,総督によって指名される10名の

大臣から構成され,下院に対して連帯責任を

負った｡内閣の管轄する部門は両頭制時代よ

り大幅に増え,91部門となった｡従って,ど

ルマでは現在でもこの時期の体制を91部門(部

局)体制 (K6uzとti'HtanえOu'hkyou'yei)と呼
ぶ｡

14)既に第 1回党大会をイェ-ナンヂャウンにて

1935年 3月に開催 していたタキン党は,翌
1936年,今度はミインヂャンにてタキン･コ

ウドオ･フマインを大会議長にして第2回党
大会を開催した｡
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コウミ-ン ･コウチ-ン思想 とは,自分

たちの国において,自分たちの傘,自分た

ちの宮殿,自分達の国王 と共に,堂々と壮

麗に華やかにいつ まで も住めることを望む

思 想 で あ る. lK6umfn-Kbuhbi-nSimyin

Upadh'Ah砂t1936:1]

ここで言 う ｢傘｣とは ｢白い傘｣のことで,

王朝時代,国王の五つの regaliaの一つであ

った｡この定義は復古的 ･情緒的なものであ

り,初期 タキン党の思想の文脈から出て きた

ことは明 らかである｡コウミ-ン ･コウチ-

ン結社は,この定義をもとに,結社の具体的

活動 目的として次の三つを掲げた [ibid.:2]｡

(イ) ビルマに間もな く与えられようとして

いる新憲法体制 を崩壊 させ ること｡

(ロ) 新憲法体制が我が国にとって全 く無価

値であること,貧 しき人々にとって何 ら利益

のないものであることを‥.‥.行動 を通 じて

示すこと｡

再 総選挙 を利用することによって, ドバ

マ-思想 を宣伝すること｡

これ ら 3点 の うち,(ロ)の ｢貧 しき人々

.‥ .‥ ｣ の表現は,社会主義思想 との関連を

思わせる｡ しか し,実際の選挙運動において

は,社会主義思想の影響は全 く見 られず,｢コ

ウミ-ン ･コウチ-ン｣の復古的な内容によ
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る定義づけがそのまま反映され,仏教や僧団

(サンガ)の権威が徹底的に活用された｡コ

ウミ-ン･コウチ-ン結社は一般選挙区95の

うち28の選挙区に候補者を出したが,例えば,

パコウックー南選挙区から出馬したタキン･

アン･チ- (ThahkinA血Kカ)は,次のよう

な選挙ビラをまいて運動 し,得票率22%で当

選している｡15)

われらのビルマ人がいるということは,

彼らのビルマ人もいるということであり,

この点に注意されたし｡彼らのビルマ人は,

われらの仏教を大切に扱わず,尊敬せず,

評議会に出入 りし,僧侶らを直接的にせよ

間接的にせよ支配しようとし,法律などを

いろいろ利用して,賄賂を受け取 り,人々

にはいい顔をし‥.‥.こういう政党や候補

者に十分注意されたし｡投票を誤ると仏教

が大切に扱われない事態になりかねない｡

従って,仏教に迫 り来る危険から (それを)

守ろうとする候補者にのみ投票すべきであ

る｡ 私はパコウックーの仏教僧団の教えに

従い,必ずやすぐに仏教を正しい形で守る

べ く努力する人物である‥‥‥ ｡[選挙ビ

ラ DR4681(DSHRI):ThahkinA血Kyi1936

カッコ内並びに下線は引用者]

またミインヂャン西選挙区から出馬して四

位で落選 (得票率13%) したタキン･バ ･ニ

ェイン (ThahkinB畠Nyein)ち,次のような

文を選挙ビラに書いている｡16)

我等ビルマ人こそ主人なり｡迫り来る危

険に立ち向かえ｡死ねば大地,生きれば黄

金の傘｡‥.‥.現世の浬架という最高の食

べ物,最高の服,最高の建物などで生活し,

人々の好みに応じて楽しくゆとりをもち,

15)得票率は [Singh 1940:350]より算出.
16)得票率は [Singh 1940:349]より算出｡

自分たちの宗教の発展がなされる,その

ような世の中にしようとする構想を欲しま

せ んか｡ [選挙 ビラ DR4681(DSHRI):

Thahkin BaNyein1936]

彼はまた選挙ビラの中で,自分の写真より

も,民族詩人タキン･コウドオ ･フマイン(前

章参照)や,第2回党大会以降入党したコウ

ンバウン朝の末商タキン･ティッティン･コ

ウ ドオデー (Thahkin Tei'tinKoudogyi)らの

写真を大 きく掲げて活用 している [ibid.]｡

王朝の末商を党の名誉職に据えて選挙を戦う

のは,当時他の政党にも見られ,それらは農

村部での選挙運動において一定の効果があっ

たものと思われる｡

僧団の中でコウミ-ン･コウチ-ン結社の

支持を訴えたところもある｡ 例えば,ハンタ

ワディー県のサンガは声明文を出し,｢票に

は主人 (タキン)の票と奴隷の票の2種類し

かない｡言い換えれば,仏の票か,でなけれ

ば無意味な票 (即ち)誤った票の2種類 しか

ないので あ る｣ [DR4681(DSHRI):Mula

HanthawえdisiyinsdThang畠Ahpwと hkyou'…i

Myanmap如えtŵlnShiMとhsandashinえp急undOB

会1936 カッコ内引用者]と述べ,コウミ-

ン･コウチ-ン結社支持を訴えている｡

このようにコウミ-ン･コウチ-ン結社は

｢コウミ-ン･コウチ-ン｣の言葉の定義に

ふさわしく,仏教の文脈や僧団の権威を活用

する選挙戦術を展開したのであるが,実はこ

のやり方は他の殆どの政治団体や候補者が用

いた,言わば20年代以降ビルマで一般的な選

挙戦術であった｡DSHRIDR4681所収の36

年総選挙時の各政治団体 ･候補者の選挙ビラ

には,ほぼ例外なくこの特徴が見られる｡従

って,この戦術だけではコウミ-ン･コウ

チ-ン結社は個性を発揮することができなか

った｡コウミ-ン･コウチ-ン結社がその個

性を発揮 しようとして最も強く訴えたのは,
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当選しても大臣などの役職に一切就かず (ポ けば,組 閣不可能 とな り,新憲法体制 は内部

ス ト拒否),役職に就 く者も一切支持 しない から崩壊すると彼らは考えたのである｡この

ということであった｡この方法を全議貞が貫 主張 に基づいて, コウ ミ- ン ･コウチ- ン結

表 3 コウミ-ン･コウチ-ン結社得票状況

1936年総選挙時

選挙区1) 候補者2) 得票順位得票数 頚票翠 詔孟完 投票率 備 考

上どルマ 1 ザガイン西 ThiGyi 5位 2,391 8% 五派連合 67% 最下位当選

2 同 東 SeinNyh 8位 220 1 五派連合 62

3 マグウエー南東 S6uTin 4位 1,369 8 FMP派 66

4 同 北西 Hkyi'HIain 3位 2,174 12 FMP派 57

5 パコウツクー南 些｣些由 土壁 3,265 壁 コウミン.コウチン 50

6 同 北 Kyu 2位 3,091 26 FMP派 56 善戦3)最下位

7 同 西 HsanMyh 4位 1,208 7 無所属 58

8 ミインヂヤン西 B急Ny合in 4位 1,947 13 貧民結社 52

9 同 東 MeiAun 3位 1,363 7 貧民結社 65

10 同 南 EiKyo 3位 4,054 24 五派連合 37

ll 油田労働者代表区 B急Din 4位 196 4 五派連合 84

下どルマ 12 夕ヤワディー中央 KyoDin 4位 2,487 15 五派連合 49 呈塁

13 同 南 些垂 1位 4,794 翠 コウミン.コウナン 51

14 同 北 BaHtwan 5位 1,989 ll 貧民結社 63 最下位善戦4)

15 同 西 Sein 4位 1,877 15 無所属 60

16 夕トン 東 KyiPei 3位 1,116 14 FMP派 42

17 タウングー南 Kywe 3位 1,696 9 五派連合 49

18 同 北 MaunHkin 4位 1,791 13 FMP派 37

19 ブローム 西 丘i 2位 8,961 36 左派連合 61

20 同 乗 Pu 2位 7,193 28 五派連合 61 善戦5)

21 ヒンダダー西 BaTh会n 2位 4,401 27 五派連合 69 善戦6)

22 同 乗 HlaTin 1位 6,013 蔓草 コウミン.コウナン 60 当選

23 ハンタワディー南 BaO 7位 1,031 6 無所属 60 最下位善戦7)

24 同 北 HlえBo 3位 1,550 13 五派連合 55

25 バセイン 南 SeinWn̂ 3位 1,995 19 五派連合 46

26 ピヤーボン南 BaGwan 2位 3,001 36 五派連合 46

注)些堅_準は ｢フライン･ミヤツ･ポオ派｣,貧民結社は ｢貧民ウンタ-ヌ結社｣をそれぞれ指す｡
1) 各選挙区の定数は全て 1｡
2) 候補者名のタキン (Thahkin)敬称は省略.

3) 当選者の得票数3,614,3位落選者は五派連合 (得票数2,334)0

4) 当選者の得票数13,319, 3位落選者 (最下位)はFMP派 (得票数2,408)0

5) 当選者の得票数11,641, 3位落選者は貧民結社 (得票数4,784)0

6) 当選者の得票数7,621, 3位落選者は貧民結社 (得票数2,896)0

7) 当選者の得票数3,833, 3位落選者 (最下位)はFMP派 (得票数1,538)0

出所)[Singh 1940:3411361],MyanmLiAĥnDhadl-nza(ミヤンマ ･アリン新聞)[1936Nov.],および

Dhbu'(雑誌ディードゥッ)[1936Nov.21:26-31,Nov.28:37-38]を参照の上,算出 ･作成｡
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社はポス ト拒否の姿勢を言明しない他党の候

補者を批判 し,風刺マンガなどを用いて攻撃

した｡17)

しかし,ポス ト拒否まで言明しなくとも,

議会の内部から新憲法体制 を打破 してい く

という主張は,バ ･モオ (BaMo)率いる貧

民 ウ ン タ- ヌ結 社 (Hŝny合dhaWum thanB

Ahpwと)や,旧 GCBA系のフライン･ミャ

ッ･ポオ派 (HIainMya'PoAhpwe)なども声

高に訴えていたので,結局コウミ-ン ･コウ

チ-ン結社は,この点においても抜きんでた

個性を発揮できなかったといえる｡

コウミ-ン ･コウチ-ン結社は28の選挙区

に候補者を出しながら,結果的に当選者は3

名にとどまった｡各候補者の得票状況は,義

3に示す とお りである｡(但 し, 2選挙区に

ついては資料が見つからず不明のため,表に

は26人の候補者についてのみまとめてある｡)

コウミ-ン･コウチ-ン結社は選挙後,全28

選挙区において約 8万票を獲得 したと発表 し

たが,各候補者の戦いぶ りについては殆ど分

析 を行 わなか った [HanTin n.d.:Kbum-ln-

Kbuhkŷm Ahpwとwh atwinyeihmd iAsiyin-

hkanza1936].

3名の当選者のプロフィールを見てみる

と, タヤワディー南選挙区で当選 したタキ

ン･ミヤ (ThahkinMy急)は, コウ ミ- ン･

コウチ-ン結社副議長で,二つの学士号をも

つ当時40歳の弁護士であった｡彼の選挙区内

には五派連合並びに貧民ウンタ-ヌ結社の候

補者が居なかったばか りか,フライン ･ミヤ

ッ･ポオ派 も候補者を一人に絞る段階で不協

17)例えば,他政党の候補者達が,英国の船員が
乗っている小船から現金 (礼)で魚 (有権者)
を釣ろうとしているのに,コウミ-ン･コウ
チ-ン結社の候補者だけは離れた岩の上から,
｢コウミ-ン･コウチ-ン｣と書かれた札で釣

ろうとしているマンガなど [Kduml'n-Kduhkyl̂n
Tiddunhm虎Sas滋 ahma'ti'1936].

和音 を起 こし運動が盛 り上がらなかったた

め,選挙戦 を楽 に戦 えた面があった [DR

2548(DSHRI):Thahkin Myえ手紙 1936]｡

ヒンダダー東選挙区から当選 したタキン ･フ

ラ ･ティン (Thahkin HlaTin)は,コウミ-

ン･コウチ-ン結社ヒンダダー県支部長で,

当時35歳,セイロン留学経験者であった｡彼

は貧民ウンタ-ヌ結社および五派連合を破っ

て当選 している｡ 全般的に不振であった上ビ

ルマで当選 したパコウックー南選挙区選出の

タキン ･アン･チ- (前出)は,タキン党の

パコウックー地区幹部で,旧 GCBAチ ッ･

フライン派 (Hkyi'HlainG釦n)の闘士であっ

た｡彼の選挙区内には貧民ウンタ-ヌ結社の

候補者がいなかったとはいえ,かなり苦戦し

た跡がうかがえる｡

この1936年総選挙で最多数の当選者 (46名)

を出 したのは,旧 GCBA系の五つの政治結

社18)が選挙用 に組んでつ くった五派連合

(Ng会HpwhHsain)と呼ばれる政治団体であ

った｡ しかし,内部の統一がとれずに組閣に

失敗 し,かわりに第2党 (当選者14名)に甘

んじた貧民ウンタ-ヌ結社のバ ･モオが連合

政権 という形で組閣し,初代のビルマ人首相

となった｡第3党はフライン ･ミヤツ･ポオ

派が当選者12名で占め,コウミ-ン･コウ

チ-ン結社の当選者 3名がそれに続いた｡以

下,貧民奉仕 結社 (Hŝny合dh会Aky6uhsaun

月山pwe:別称フェビアン党),およびテ ッパ

ン ･ビルマ統一結社 (The'p急nMyarmanカー

nywu'yeiAhpwe)がそれぞれ 1名,無所属で

当選 した者は18名であった (以上一般選挙区

18)国民結社 (PyidhupyidhaAhpwと),ビルマ独立
結社 (Myam pyiLwu'la'yeiAhpwと),イェイ ･

ウ-僧正指導中央 GCBA (Yei0Hsayado

ky凱m心th6Bahougyi-si-bi-ei),ス トライキ派

GCBA(Thabei'gyi-si-bi-ei)およびマ ングレイ

21人結社 (MandaleiHna'hs主ti'ajupwと)の五
団体｡
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のみ)019)

Ⅴ 社会主義思想の普及と ｢コウミーン ･

コウチーン｣概念の変容

ところで,その後の｢コウミ-ン･コウチ-

ン｣の意味はどのように変容 したのであろう

か｡本章ではつづいて,30年代後半の社会主

義思想の普及がもたらした,｢コウミ-ン･

コウチ-ン｣概念の変容について,明らかに

してみたい｡

｢コウミ-ン･コウチ-ン｣の定義は1937

年になるとタキン党の姿勢と共に大きく変化

する｡ 同年 2月,タキン党は結党 7年目にし

て初めて党憲章 ｢ドバマ-思想｣(De)ubama
Wadえ)を作 り上げた｡

同憲章においては,まず第 1条において

｢ドバマ-｣(我等ビルマ人)の定義を行い,

それを ｢国内に住む貧困層｣,｢ビルマ人の血

をひく者｣ および ｢ビルマの繁栄をドバマ-

思想 (本意章)に従って追及する者｣と明文

化 した｡第 2条では ｢タキン (主人)｣を定

義し,それを人間の平等な権利の獲得や生活

水準の向上に努力する者とした｡

続いて第3条ではタキン党が擁護するもの

として,｢労働者｣･｢農民｣･｢貧困層｣が明

示され,以下 4条から6条までは資本主義批

判が展開された｡資本主義は搾取する者とさ

れる者を生みだし,階層分化を起こした (4

粂)とし,少数の富裕者や資本家が自己の利

益を目的に資本を活用 して収益を増やし,彼

19)新憲法体制では,下院132議席のうち,ビルマ
人に95議席 (-95選挙区)割り当てられ,こ
こで言う一般選挙区はそれらを指す｡なお,
残りの37議席は,カレン民族 (12議席),イン
ド人(同13),中国人(同1),英緬混血 (同2),
ヨーロッパ系 (同9)にそれぞれ割り当てら
れた｡人口比から見て,ビルマ人がやや不利
に救われているのに対し,ヨーロッパ系が著
しく有利に議席を割り当てられている｡
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らが私有財産を増やせば増やすほど,多 くの

人々は貧困 ･物不足 ･下層の苦 しみに悩むこ

とになる (5粂)とみなしている｡従って,

そのような少数の資本家の代表からなる政府

を消滅させ,人々が裕福に等 しく人間として

の権利を享受できる新 しい体制を作 り上げる

べきである (6粂)と訴えている｡

第 7条ではタキン党の活動目的が示され,

私企業の国有化,富の公平な分配,帝国主義

の消滅があげられている｡

ここまで見てすぐに気が付 くことはタキン

党の左翼化である｡ このような変化の背景に

は30年代の社会主義文献の流布と共に,1936

年に起 きた第2次ラングーン大学学生ス トラ

イキを機に増えた学生の入党や,学生団体と

の積極的交流が大きく影響 している.しかし,

このようにかなり明確に社会主義思想の影響

を示 しつつも,党憲章第8条では一転 して,

タキン党の基本思想として ｢ビルマは我が祖

国,ビルマ文学は我が文学,ビルマ語は我が

言語｣という,初期タキン党以来のスローガ

ンがほぼそのまま登場する｡そして第9条で

は ｢コウミ-ン･コウチ-ン｣という表現 も

その姿を現わす｡しかし,そこで用いられる

｢コウミ-ン･コウチ-ン｣は,36年稔選挙

時の rコウミ-ン･コウチ-ン結社憲章 ･規

約Jに見られる ｢コウミ-ン･コウチ-ン｣

とは意味内容がかなり異なっている｡ 同条で

は独立の達成と共に,｢コウミ-ン･コウチ-

ン政策｣を推進する政府が樹立されるべきで

あるとして,以下の様に主張している｡

.‥‥.コウミ-ン･コウチ-ンをつ くり

あげるためには独立獲得が先決である｡コ

ウミ-ン･コウチ-ンをつ くるにあたって

は,.‥‥.資本家どもによる少数支配をう

ちたてるのではなく,多数派である貧 しき

者たちが支配する,すなわち (貧しき者た

ちの王,貧 しき者たちの種族) (スインイ
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ェ-ダー ミン･スインイェ-ダーナン :

Hŝny仝dh会m̂m-HŝnyedhahkyAln)だけから成

る我等ビルマ人による,コウミ-ン･コウ

チ-ン創設でなければならない｡[以上直

接引用は全て D∂ubdmaWadi1937より｡

下線,( )および ( )は引用者]

このように,貧しき者たち (スインイェ-

ダー)による支配の確立を,｢貧 しき者たち

の王,貧 しき者たちの種族｣(スインイェ-

ダーミン･スインイェ-ダーチン)という,

｢我が王,我が種族｣(コウミ-ン･コウチ-

ン)から派生した用語によって象徴的に表現

し,そうした貧民支配を前提とした｢コウミ-

ン･コウチ-ン｣の実現を,タキン党は明言

したのである｡ この意味するところは,社会

主義を原則とする独立ビルマ国家の実現であ

る｡しかし,そこでは社会主義思想をただ直

接的 ･翻訳的に採 り入れて党是とするのでは

なく,｢コウミ-ン･コウチ-ン｣という独

自の民族的表現を活用することによって,氏

族主義が持つ情念としての魅力と,社会主義

が持つ思想としての魅力を,融合させようと

している｡この第 9条のあと,第10粂以降は,

コウミ-ン･コウチ-ン体制樹立のための方

法論 (人々の団結を促すこと･選挙への積極

参加によって議席を増やすこと･大衆組織を

つくりあげること等)が述べられているだけ

に,この党憲章 (全15章)の核は第9条にあ

ると言ってもよい｡

｢コウ ミ-ン･コウチ- ン｣ はこうして

1937年に定められた党憲章によって,その意

味を大きく変えられ,ビルマ民族 ･ビルマ文

化中心主義と,外来の社会主義思想との融合

の試みを象徴する語句と転じたのである｡

タキン党の思想的キー ･ワードとして装い

を新たにした ｢コウミ-ン･コウチ-ン｣

は,その後,その使われ方においても社会主

義的意味内容を深めていく｡ 特に,1938年末

か ら始 ま った ビル マ 暦 1300年 の 反 乱

(Htaunth6unyapyiAyeidopoun)では,そのこ

とがよく示された｡

同反乱でタキン党主流派20)は,多 くの地

域から限られた数とはいえ学生 ･労働者 ･農

民 ･僧侶を動員して,大衆闘争を展開した｡

この中で彼らは農民並びに労働者をそれぞれ

組織 し,21)小作料廃止 ･負債帳消し･最低賃

金保証 ･過44時間労働制確保 ･完全独立と労

働者の政府設立などを訴えた｡その際,39年

1月10日に開催された ｢新憲法体制粉砕全国

政治集会｣では,議会内においていかなる役

職 (大臣ポス ト)にも就かない,ゼネス トを

展開する,などの決議を行うと共に,｢新憲

法体制を粉砕 したあと,コウミ-ン･コウ

チ-ン体制をつ くるべ く｣,労働者 ･農民 ･

学生 ･僧侶 ･婦人の組織化に最大限の努力を

す べ きで あ る こ とが 訴 え られ て い る

[DbubamaAs'lay6um ThamainPyBsdyeiAhpwと

1976b:381-382]｡また,反乱末期の同年 4
月に開催されたタキン党主流派第4回党大会

においても,党議長のタキン･フラ ･ボー(前

出)は次のように演説 している｡

世界の情勢を簡略化 して見てみると,餐

本主義の追従者とファシスト資本家どもが

一方にあり,また他方に貧民 ･労働者 ･農

20)タキン党は1938年半ば以降,主流派のタキン･
コウドオ･フマイン派と,少数派のバ･セイ

ン=トゥン･オウッ派に分裂し,どちらもタキ
ン党を名乗った｡分裂の原因は [KhhYi

1988:133-134]が証明するように,一般に言
われているような,容共(主流派)か反共(バ･

セイン派)か,というような単純なものでは
なかった｡詳細は同書参照｡

21)1939年 1月 9日に全ビルマ農民組織 (Bama

Nainnganl6tln Hsainya Taundhu Ledhama

Asiay6un)杏,同10日には全ビルマ労働者組
織 (BamaNairnganl6un HsainyaAlou'thama

AsAiay6un)を結成 した [DbubむnaAsl̂ayaun
T旭mahPyもsByeiAhpwと1976b:375-382]0
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民のための共産主義と,奴隷の穴におとさ

れている (コウミ-ン･コウチ-ン)の民

族とがあって,両者が対峠 している状況に

ある｡ このように,世界のすべての人々が

参加せざるを得ない闘争において,我々は

どちらの立場に立つべきであろうか｡特に

言っておかなければならないことは,我々

は (コウミ-ン･コウチ-ン)を欲し,質

民 ･労働者 ･農民の解放と人間らしさを望

む存在であるということだ｡世界中の資本

主義と闘っている者,帝国主義体制を打破

しようとしている者達全てと団結して行動

しなければな らない‥‥... lDbubama

As-iaybun m mainPyBsBy合iAhpwと1976b:

445()は引用者]

このように｢コウミ-ン･コウチ-ン｣は,

その使われ方においでも,資本主義や帝国主

義に対置するものとして,社会主義のイメー

ジを含む,ビルマ独特の民族主義的用語とな

ったのである｡

しか し,｢コウミ-ン･コウチ-ン｣はけ

っして ｢社会主義｣のビルマ語訳として使わ

れたのではない｡ビルマにおける｢社会主義｣

のビルマ語訳の試みは,36年総選挙の頃から

見受けられる｡ 例えば,バ ･モオは社会主義

を ｢貧民思想 (スインイェ-ダー ･ワ-ダ)｣

(Hs-myedhaWadi)と訳 し,自分の率いる政

治団体を ｢貧民ウンタ-ヌ結社｣(前出)と

名づけた｡彼は選挙運動においてこの ｢貧民

主義｣ を掲げ,5カ年計画と称 して,貧しき

人々の諸権利の確保,税の軽減,義務教育の

実施,農民の負債の調停,耕作権の確保,低

利融資の実施などを文書化 して訴えた [Han

Tinn.d.:頁記載なし]. しかし,｢貧民ウン

タ-ヌ結社｣という名前の付け方からもわか

るように,｢ウンタ-ヌ｣という｢民族の志士｣

を意味する単語を ｢貧民主義｣に付けて,氏

族主義と融合したイメージを訴えようとして
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いた｡

またフェビアン主義者 として活動 した
′ヽ

ウ一 ･バ ･チョウ (UBaHkyou)ち,社会主

義を ｢貧民奉仕思想 (スインイェ-ダー ･

アチ ョウサ ウ ン･ワ- ダ)｣ (HŝmyedhA

Aky6uhsaun Wada)と訳し,｢貧民奉仕結社(別

称フェビアン党)｣(前出)を結成して,選挙

に参加している｡但し彼の場合,選挙直前に

同結社を結成したこともあって,選挙に間に

合うような形で自分たちの思想を文書でまと

めあげることができなかった [ibid.]｡

このほか,｢労働者思想 (アロウッタマ一 ･

ワ-ダ)｣ (AJou'tham aWadi)や,｢共同思想

(ボウン･ワ-ダ)｣(Boun Wada)などが次々

と社会主義の訳語として登場する｡しかし,

｢共同思想 (ボウン･ワ-ダ)｣を除いては,

訳語として定着することなく,全て消えてい

った｡｢共同思想｣も社会主義ではなく共産

主義の訳語として生き残り (それも使用頻度

は多 くない),後の共産党指導者タキン･ソ

ウ (ThahkinS6u)ち,はじめこの ｢共同思想｣

を社会主義と互換性のある言葉として使用し

たが,22)結局英語の socialism の音訳である

｢ソウシェ-リッ｣ (HsousheⅣ)を使 うよう

になった｡結果的にビルマでは社会主義の訳

語を創 り出すことに失敗し,暫定的に使うは

ずであった ｢ソウシェ-リッ｣がそのまま用

い られることになったのであ る [Taylor

1986:80-81]｡

｢コウミーン･コウチ-ン｣はこうした中

で,社会主義の訳語としてではなく,タキン

党本来の思想的基盤であるビルマ民族 ･ビル

マ文化中心主義から出た完全独立 (英国支配

の打破)の主張と,外来の社会主義思想から

学んだ反資本主義 ･反帝国主義,およびそこ

から導き出される独立後の農民 ･労働者のた

22)タキン･ソウが社会主義について講解 してい

る [S6u1939]を参照のこと｡
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めの政府の樹立の 3点 を象徴する言葉 とし

て,使われるようになった｡そしてそれは,

1930年代末のタキン党の思想の最大公約数を

示 したものであった｡

ところで,タキン党貞や学生たちはどのよ

うにして社会主義思想 を学んだのであろう

か｡1937年以前は,バ ･モオが個人的に収集

した社会主義文献を借 りて読んだり,ウ一 ･

トゥン ･ペイ (OHtw血 Hpei)がサヤ一 ･サ

ン (Hs畠yaSan)の遺産 を活用 して開いた左

翼文献の図書館㌶)を利用 したり,またファー

ニヴァルのビルマ図書クラブ (前出)から出

された社会民主主義関係の文献を読むなどし

て学んだようである｡ しかし,それ以降は,

よく言われているように,1937年11月に結成

されたナガニー出版会 (Naganl Saou'AthAm)

が,ビルマにおける社会主義文献の普及に勢

いをつけることになった｡同会の執行部はそ

の 7人のうち4人がタキン党員であったこと

が示すように,タキン党と密接な関係にあり,

タキン党員や学生たちは同会が出した本 (政

治関係55冊,うち約半数は翻訳書)を通 じて

社会主義をより具体的に学ぼうとした｡24)

同会の発行 した左翼文献は多岐にわたって

おり,社会主義概説のようなものから,国家

社会主義,社会民主主義,三民主義,世界各

地の革命運動および革命史 (アイルランド闘

争,パリ･コンミューンなど)の紹介,アジ

ア情勢(日本軍の中国侵略実態の紹介を含む)

23) トゥ-リヤ新聞の記者ウ一･トゥン･ペイは,
下ビルマ農民大反乱 (1930年-1932年)の首

謀者として処刑されたサヤ一･サンが著わし

た緬方医書の出版権を,彼が死刑になる直前

に譲り受け,その印税を用いてネルーの rロ

シア革命の印象』 OawaharlalNeru:ImPnssion

ofSovietRussia)の中で推薦されているレー
ニン著作集などの左翼文献を購入し,図書館
を建てた [Comish1966:90-92]｡

24)同会の会員数は約1,500人だった｡詳しくは,

[KyoH6u1975]参照のこと｡

の分析等が混ざり合っていた｡25)

一方でナガニーの本のほかに英訳版のマル

クス,レーニンらの著作も党員や学生の一部

で熟読され,自信のある者は講師となって学

習会などを開催 したり,ナガニーで翻訳出版

する本の訳者になったりした｡26)

彼 らが社会主義思想に積極的に関心を持っ

た理由は,おそらく近代国家である英国に効

果的に立ち向かっていくためには,単に民族

主義だけではな く,近代国家理論や政治理

論 ･思想によって武装する必要があると考え

たからであろうと思われる｡27)そして社会主

義思想こそは彼 らに英国を帝国主義国家とし

て認識させ,それに対抗 していくための反資

本主義 ･反帝国主義の主張を与えてくれたの

ではないだろうか｡ しかし,｢コウミ-ン･

コウチ-ン｣に示されるような,ビルマ民族 ･

ビルマ文化中心主義によって社会主義を包み

込 もうとする彼 らの姿勢は,社会主義諸思想

の正確な理論的把握を妨げ,結果的に民族主

義のオブラー トに包まれた,社会主義の情念

のレベルでの理解 しかもたらさなかったと言

ってよい｡1939年 8月に結成されたビルマ共

産党 (BamaKwunmyuni'Pati)だけはその例

外であったかもしれないが,彼 らにしても,

唯物論を認めるにあたって激 しい議論を戦わ

せたというから28)党員の間での上座部仏教

の影響の強さが窺えよう｡

25)同会が出版した本のリストと簡潔な紹介につ

いても,[KyoH6u1975]が詳しい｡

26)タキン･ソウや,コウ･バ ･ヘイン (KouBえ
Hein)らはその典型である｡

27)これについては [Taylor1987:150-152]に展
開される分析が興味深い｡

28)元コミュニスト･タキンであるチ一･ミャ

(KカMy畠)とのインタヴュー(1987年),およ
び タ キ ン･ミ ヤ ツ･チ ョオ (Thahkin

Mya'Kyo)とのインタヴュー (1987年)から

得た情報による｡なお,ビルマ共産党につい
ては別に論ずる予定である｡
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結論的に言うならば,タキン党が反資本主

義 ･反帝国主義 ･私企業の国有化 ･富の公平

な分配 ･農民と労働者のための政府の樹立な

どを,声高に叫びつづけた背後に,正確な社

会主義理論による裏打ちがあったとはとても

言えない｡しかし,逆説的ではあるが,だか

らこそ ｢コウミーン･コウチ-ン｣はビルマ

民族 ･ビルマ文化中心主義に立つ人々の間で

魅力を持ち得たのではないだろうか｡

ⅤⅠ 社会主寿的情念としての ｢コウミーン ･

コウチーン｣(結語にかえて)

｢コウミ-ン･コウチ-ン｣は日本占領期

(1942年-1945年)を経て戦後になると,殆

ど使われなくなる｡ ｢独立独歩｣のような意

味で用いられることはあっても,本稿で明ら

かにしたような意味で使われることは全 く無

くなった｡ラングーン市内にはコウミ-ン･

コウチ-ン通 りという名の大通 りが残されて

いるが,その名を開いて1930年代後半のタキ

ン党が使 った意味での ｢コウミ-ン･コウ

チ-ン｣を思い起こす人は,もはや殆どいな

いであろう｡そういう意味においては,｢コ

ウミ-ン･コウチ-ン｣は死語であり,その

歴史的使命をとうの昔に終えてしまった青葉

である｡

しか し,一方,1962年から1988年 までの

ビルマの政治 ･経済を規定した,ビルマ国軍

主導 による ビルマ式社会主義 (MyaJma

HsousheⅣ)の理念 と諸政策を振 り返ってみ

ると,そこにはかつてタキン党が ｢コウミ-

ン･コウチ-ン｣の下,訴えた,ビルマ民族 ･

ビルマ文化中心主義や,反資本主義,私企業

の国有化,富の公平な分配,農民と労働者の

ための政府の樹立などの諸々の題目が,二重

写しのように見られる｡ 無論,これは別個に

論じなければならない問題だが,タキン党出

身者の多かったビルマ国軍の指導層が,独立
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後のビルマ政治のあり方に不満を抱き,1962
A

年の段階で,ウ一 ･ヌ (UN血)体制に絶縁状

を突き付けた背景には,かつての ｢コウミ-

ン･コウチ-ン｣に象徴されたような,民族

主義と混ざり合った情念のレベルでの社会主

義理解と,それに対するあこがれ,およびそ

の実現-の使命感が存在していたのではない

だろうか｡｢コウミ-ン･コウチ-ン｣は死

語と化 したものの,その表わすところの社会

主義的情念は戦後も生き残 り,ビルマ式社会

主義に流れ込んだという仮説は,今後の研究

課題として価値を持つはずである｡
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